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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 7-8 Preview

今シーズンの PCCJ は最新型の「911 GT3 カップ（タイプ 992）」
が導入され全 11 戦で競われている。これまでに第 1-2 戦・岡山大会、
第 3-4 戦・富士大会、第 5-6 戦・鈴鹿大会を終えており、第 7-8 戦・
富士大会からシーズン後半戦へと突入する。前回の第 5-6 戦は 5 月
28～29 日に開催されたため、今回の第 7-8 戦は約 2 カ月振りの
PCCJ 公式戦となる。クラスは昨年同様に、「プロクラス（Pro）」「プ
ロアマクラス（ProAm）」「アマクラス（Am）」と 3 つに区分されており、
各クラスともに熱い戦いが繰り広げられている。

第 7-8 戦の舞台となる富士スピードウェイは、全長 4.563 ㎞で、約
1.5 ㎞のメインストレートとタイトなコーナーが連続するテクニカルセ
クションを持ち合わせた国際サーキット。メインストレートにおける高
速バトルから第 1 コーナーへのブレーキング勝負は見所の一つで、5
月 3～4 日に開催された第 3-4 戦ではニューカップカーの特徴であ
る空力ダウンフォースの大幅増加と、ブレーキ性能の向上を証明した。
また、コース後半のテクニカルセクションでは各ドライバーのマシンコ
ントロールが見所となっている。しかも前回の富士大会では、昨年 4
回目の PCCJ シリーズチャンピオンを獲得した #1 近藤翼が、従来の
コースレコード 1 分 40 秒 717 を大幅に短縮する 1 分 39 秒 768

を記録。真夏の富士で、このタイムを上回るドライバーが出てくるの
か注目される。

シーズン後半戦に突入した PCCJ で、シリーズチャンピオンの対象と
なるプロクラスは、チャンピオン経験者の #1 近藤と #60 小河諒の
一騎打ちとなっている。#60 小河は 3 勝を上げ 132 点、#1 近藤
は 2 勝を上げて 127 点と、ポイント差は 5 点となっている。#1 近
藤は、ここまで 6 戦連続でポールポジションを獲得しているが、前
回の鈴鹿大会では 2 戦ともにスタートを失敗して勝利を逃がしてい
る。しかも富士は、ランキングトップの #60 小河が得意としているコー
スのため、勝負のポイントはスタートになるだろう。また、ポルシェジャ
パンジュニアドライバーとしてポルシェスプリントチャレンジジャパン

（PSCJ）に参戦中の #91 山本聖渚が今回 PCCJ に初参戦する。
#91 山本がデビューレースで、ベテランの #1 近藤と #60 小河にど
のような戦いを挑むのか注目される。

プロアマクラスのランキングトップは、3 勝を上げて 129 点を獲得し
ている #98 IKARI。だが、2 位の #77 浜崎大も 2 勝を上げて
127 点とポイント差は 2 点と僅差となっている。今年 PCCJ へ復帰

した 2017 年のシリーズチャンピオンである #9 武井真司は 1 勝で
82 点だが、実力者だけに後半戦での巻き返しが期待される。果た
して、#98 IKARI が念願のクラスチャンピオン獲得に向けて今回の
富士大会でリードを広げられるのか、ライバル達の巻き返しはあるの
か。
一方、今回 7 人のドライバーがエントリーするアマクラスは、今年初
参戦ながら 6 戦中 5 勝を上げている #10 MOTOKI TAKAMI が
145 点でランキングトップに立つ。2 位は第 5 戦で優勝を飾り、逆
転王者を狙う #63 長嶋重登で 114 点となっている。また、その他
のドライバーにとっても富士は走り慣れているコースであり、実力が
拮抗しているだけに全員に優勝のチャンスはあるといえる。

PCCJ 第 7-8 戦富士大会のスケジュールは、専有走行が 8月5日（金）
8 時 20 分～8 時 50 分、10 時 15 分～10 時 45 分と各 30 分間
の 2 セッション。予選は 8月6日（土）11 時 50 分～12 時 20 分の
1 回のみ。決勝レースは、第 7 戦が 6日（土）16 時 55 分スタート

（15 周もしくは 30 分間）、第 8 戦が 7日（日）10 時 45 分スタート
（15 周もしくは 30 分間）を予定している。なお、第 7-8 戦の決勝レー
スはポルシェジャパンの twitter アカウント（@PorscheJP）で、各
日ともにライブストリーミング配信される予定だ。

#10 M.TAKAMIPro Class #91 Sena YAMAMOTO



3

Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 7-8 Preview

今シーズンの PCCJ は最新型の「911 GT3 カップ（タイプ 992）」
が導入され全 11 戦で競われている。これまでに第 1-2 戦・岡山大会、
第 3-4 戦・富士大会、第 5-6 戦・鈴鹿大会を終えており、第 7-8 戦・
富士大会からシーズン後半戦へと突入する。前回の第 5-6 戦は 5 月
28～29 日に開催されたため、今回の第 7-8 戦は約 2 カ月振りの
PCCJ 公式戦となる。クラスは昨年同様に、「プロクラス（Pro）」「プ
ロアマクラス（ProAm）」「アマクラス（Am）」と 3 つに区分されており、
各クラスともに熱い戦いが繰り広げられている。

第 7-8 戦の舞台となる富士スピードウェイは、全長 4.563 ㎞で、約
1.5 ㎞のメインストレートとタイトなコーナーが連続するテクニカルセ
クションを持ち合わせた国際サーキット。メインストレートにおける高
速バトルから第 1 コーナーへのブレーキング勝負は見所の一つで、5
月 3～4 日に開催された第 3-4 戦ではニューカップカーの特徴であ
る空力ダウンフォースの大幅増加と、ブレーキ性能の向上を証明した。
また、コース後半のテクニカルセクションでは各ドライバーのマシンコ
ントロールが見所となっている。しかも前回の富士大会では、昨年 4
回目の PCCJ シリーズチャンピオンを獲得した #1 近藤翼が、従来の
コースレコード 1 分 40 秒 717 を大幅に短縮する 1 分 39 秒 768

を記録。真夏の富士で、このタイムを上回るドライバーが出てくるの
か注目される。

シーズン後半戦に突入した PCCJ で、シリーズチャンピオンの対象と
なるプロクラスは、チャンピオン経験者の #1 近藤と #60 小河諒の
一騎打ちとなっている。#60 小河は 3 勝を上げ 132 点、#1 近藤
は 2 勝を上げて 127 点と、ポイント差は 5 点となっている。#1 近
藤は、ここまで 6 戦連続でポールポジションを獲得しているが、前
回の鈴鹿大会では 2 戦ともにスタートを失敗して勝利を逃がしてい
る。しかも富士は、ランキングトップの #60 小河が得意としているコー
スのため、勝負のポイントはスタートになるだろう。また、ポルシェジャ
パンジュニアドライバーとしてポルシェスプリントチャレンジジャパン

（PSCJ）に参戦中の #91 山本聖渚が今回 PCCJ に初参戦する。
#91 山本がデビューレースで、ベテランの #1 近藤と #60 小河にど
のような戦いを挑むのか注目される。

プロアマクラスのランキングトップは、3 勝を上げて 129 点を獲得し
ている #98 IKARI。だが、2 位の #77 浜崎大も 2 勝を上げて
127 点とポイント差は 2 点と僅差となっている。今年 PCCJ へ復帰

した 2017 年のシリーズチャンピオンである #9 武井真司は 1 勝で
82 点だが、実力者だけに後半戦での巻き返しが期待される。果た
して、#98 IKARI が念願のクラスチャンピオン獲得に向けて今回の
富士大会でリードを広げられるのか、ライバル達の巻き返しはあるの
か。
一方、今回 7 人のドライバーがエントリーするアマクラスは、今年初
参戦ながら 6 戦中 5 勝を上げている #10 MOTOKI TAKAMI が
145 点でランキングトップに立つ。2 位は第 5 戦で優勝を飾り、逆
転王者を狙う #63 長嶋重登で 114 点となっている。また、その他
のドライバーにとっても富士は走り慣れているコースであり、実力が
拮抗しているだけに全員に優勝のチャンスはあるといえる。

PCCJ 第 7-8 戦富士大会のスケジュールは、専有走行が 8月5日（金）
8 時 20 分～8 時 50 分、10 時 15 分～10 時 45 分と各 30 分間
の 2 セッション。予選は 8月6日（土）11 時 50 分～12 時 20 分の
1 回のみ。決勝レースは、第 7 戦が 6日（土）16 時 55 分スタート

（15 周もしくは 30 分間）、第 8 戦が 7日（日）10 時 45 分スタート
（15 周もしくは 30 分間）を予定している。なお、第 7-8 戦の決勝レー
スはポルシェジャパンの twitter アカウント（@PorscheJP）で、各
日ともにライブストリーミング配信される予定だ。

ProAm Class #77 Masaru HAMASAKI

Am Class #63 Shigeto NAGASHIMA
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 7-8 Entry List

Class Driver 国籍 プログラム名 Entrant

1 60 Pro 小河 諒 日本
2 91 Pro 山本 聖渚 日本
3 9 ProAm 武井 真司 日本
4 77 ProAm 浜崎 大 日本
5 98 ProAm IKARI 日本
6 7 Am IKEDA 日本
7 10 Am 日本 Rn-sports
8 51 Am 春山 次男 韓国
9 63 Am 長嶋 重登 日本

10 66 Am BANKCY 日本
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Fuji International Speedway Course

Pro Class      : 1'39.768　近藤 翼                      - 911 GT3 Cup (Type992)   2022 SUPER GT 第2戦
ProAm Class            : 1'41.656　内山 清士                  - 911 GT3 Cup (Type991)   2021 SUPER GT 第2戦
Am Class                  : 1'42.002　MOTOKI TAKAMI   - 911 GT3 Cup (Type992)   2022 SUPER GT 第2戦  
  

PCCJ コースレコード

富士スピードウェイ ・ コース概要
全　長 ： 4,563m
幅　員 ： 15～25m
最大直線長 ： 1,475mm
コーナー数 ： 16（左コーナー：6、右コーナー：10）
勾　配 ： 最大下り10.05%／最大上り8.88%
高低差 ： 40m

Coca-Cola Corner

27R
75R

80R

108R

Toyopet 100R Corner
“300R”

30R

165R
120R

230R
30R

60R

15R

45R 85R

25R
33R
75R

N

2nd. Corner

TGR Corner (1st. Corner)

ADVAN Corner

Main StraightPanasonic Corner

13th. Corner

Dunlop Corner

GR Supra Corner
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 7-8 Qualify

天候：曇り　路面：ドライ　気温：23 度　路面：28 度

タイプ 992 の最新型 911 GT3 カップが導入された今シーズンの
PCCJ は、岡山大会で幕を開けて、ここまでに全 11 戦中 6 戦を終
えている。前回の第 5～6 戦は 5 月 28～29 日に鈴鹿サーキットで
開催されたため、今回の第 7～8 戦は約 2 カ月振りの PCCJ 公式戦
となる。予選前日の 5 日（金）に行われた専有走行では、プロクラ
スの #60 小河諒が総合トップタイムを記録し、プロアマクラスは #9 
武井真司、アマクラスは #10 MOTOKI TAKAMI がクラストップタイ
ムをマーク。なおプロクラスは現在、#60 小河が 3 勝で 132 点とトッ
プに立ち、2 勝の #1 近藤翼が 2 位 127 点で追いかけているが、
今回 #1 近藤が欠場となったため、#60 小河はしっかりと連勝を決
めてポイントを積み重ねたいレースとなる。今回、その #60 小河に
戦いを挑むのは、ポルシェジャパンジュニアドライバーの #91 山本
聖渚だ。#91 山本は今シーズン、ポルシェスプリントチャレンジジャ
パン（PSCJ）に参戦中で、PCCJ は今回が初参戦となる。

6 日の 11 時 50 分から 30 分間で行われた PCCJ 公式予選は、開

始とともに 10 台のマシンが一斉にコースイン。まずは、路面状況を
確認しながら周回を重ねていき 3 周目から本格的なタイムアタックを
開始。ベテラン #60 小河と新人 #91 山本の対決となったプロクラ
スの予選は、5 周目に #60 小河が 1 分 41 秒 059 を記録する。ポ
ルシェジャパンジュニアドライバーの #91 山本はそのタイムをターゲッ
トにアタックを繰り返すが、ベストタイムは 10 周目にマークした 1
分 41 秒 436。結果、ポールポジションを獲得した #60 小河は、「今回、
近藤選手が欠場になってしまったので当然の結果だと思っています。
決勝も自分の走りをしっかりしてゴールを目指します」と語る。PCCJ
初予選を終えた #91 山本は「マシンにも少しずつ慣れて、コツは掴
めてきたと思います。決勝ではスタートをきちんと決めて、小河選手
にしっかりと着いていきたいと思います」と、決勝への意気込みを語る。

#98 IKARI、#77 浜崎大、#9 武井とベテランドライバーによる三
つ巴の戦いとなっているプロアマクラスは、第 6 戦までの予選同様
に熱い戦いが繰り広げられた。序盤トップタイムをマークしたのは
#77 浜崎で、#9 武井が 逆転してトップ に立つと、今度は #98 
IKARI が逆転という展開になる。最終的には、#9 武井が 1 分 42

秒 257 で今シーズン 5 回目のクラスポールポジションを獲得し、0
秒 109 差で #98 IKARI がクラス 2 番手に着ける。「予選中にセット
を変更したのが当たり、後半にタイムアップできました。IKARI 選手、
浜崎選手ともに速いので、決勝は気合いを入れて挑みたいと思いま
す」と、#9 武井は語る。

また、アマクラスは今シーズン初参戦の #10 MOTOKI TAKAMI が
7 戦連続でポールポジションを獲得。しかも、前回の富士大会予選
で記録した 1 分 42 秒 002 を上回る 1 分 41 秒 933 のクラスコー
スレコードをマークし、予選総合 3 番手となった。「今日の予選は自
分のイメージ通りに走れて、41 秒台も出すことができて良かったと
思います。決勝スタートにも慣れてきたので優勝を目指して頑張りま
す」と力強く語る。

予選中のセカンドベストタイムで決定した第 8 戦の予選結果は第 7
戦と同じく、プロクラスは #60 小河、プロアマクラスは #9 武井、
アマクラスは #10 MOTOKI TAKAMI が、それぞれポールポジショ
ンを獲得した。

第 7 戦の決勝レースは 6日（土）16 時 55 分スタート（15 周もしく
は 30 分間）、第 8 戦は 7日（日）10 時 45 分スタート（15 周もし
くは 30 分間）を予定する。なお、第 7-8 戦の決勝レースはポルシェジャ
パンの twitter アカウント（@PorscheJP）で、各日ともにライブス
トリーミング配信される予定だ。

P.P : #60 Ryo OGAWA
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 7-8 Qualify

天候：曇り　路面：ドライ　気温：23 度　路面：28 度

タイプ 992 の最新型 911 GT3 カップが導入された今シーズンの
PCCJ は、岡山大会で幕を開けて、ここまでに全 11 戦中 6 戦を終
えている。前回の第 5～6 戦は 5 月 28～29 日に鈴鹿サーキットで
開催されたため、今回の第 7～8 戦は約 2 カ月振りの PCCJ 公式戦
となる。予選前日の 5 日（金）に行われた専有走行では、プロクラ
スの #60 小河諒が総合トップタイムを記録し、プロアマクラスは #9 
武井真司、アマクラスは #10 MOTOKI TAKAMI がクラストップタイ
ムをマーク。なおプロクラスは現在、#60 小河が 3 勝で 132 点とトッ
プに立ち、2 勝の #1 近藤翼が 2 位 127 点で追いかけているが、
今回 #1 近藤が欠場となったため、#60 小河はしっかりと連勝を決
めてポイントを積み重ねたいレースとなる。今回、その #60 小河に
戦いを挑むのは、ポルシェジャパンジュニアドライバーの #91 山本
聖渚だ。#91 山本は今シーズン、ポルシェスプリントチャレンジジャ
パン（PSCJ）に参戦中で、PCCJ は今回が初参戦となる。

6 日の 11 時 50 分から 30 分間で行われた PCCJ 公式予選は、開

始とともに 10 台のマシンが一斉にコースイン。まずは、路面状況を
確認しながら周回を重ねていき 3 周目から本格的なタイムアタックを
開始。ベテラン #60 小河と新人 #91 山本の対決となったプロクラ
スの予選は、5 周目に #60 小河が 1 分 41 秒 059 を記録する。ポ
ルシェジャパンジュニアドライバーの #91 山本はそのタイムをターゲッ
トにアタックを繰り返すが、ベストタイムは 10 周目にマークした 1
分 41 秒 436。結果、ポールポジションを獲得した #60 小河は、「今回、
近藤選手が欠場になってしまったので当然の結果だと思っています。
決勝も自分の走りをしっかりしてゴールを目指します」と語る。PCCJ
初予選を終えた #91 山本は「マシンにも少しずつ慣れて、コツは掴
めてきたと思います。決勝ではスタートをきちんと決めて、小河選手
にしっかりと着いていきたいと思います」と、決勝への意気込みを語る。

#98 IKARI、#77 浜崎大、#9 武井とベテランドライバーによる三
つ巴の戦いとなっているプロアマクラスは、第 6 戦までの予選同様
に熱い戦いが繰り広げられた。序盤トップタイムをマークしたのは
#77 浜崎で、#9 武井が 逆転してトップ に立つと、今度は #98 
IKARI が逆転という展開になる。最終的には、#9 武井が 1 分 42

秒 257 で今シーズン 5 回目のクラスポールポジションを獲得し、0
秒 109 差で #98 IKARI がクラス 2 番手に着ける。「予選中にセット
を変更したのが当たり、後半にタイムアップできました。IKARI 選手、
浜崎選手ともに速いので、決勝は気合いを入れて挑みたいと思いま
す」と、#9 武井は語る。

また、アマクラスは今シーズン初参戦の #10 MOTOKI TAKAMI が
7 戦連続でポールポジションを獲得。しかも、前回の富士大会予選
で記録した 1 分 42 秒 002 を上回る 1 分 41 秒 933 のクラスコー
スレコードをマークし、予選総合 3 番手となった。「今日の予選は自
分のイメージ通りに走れて、41 秒台も出すことができて良かったと
思います。決勝スタートにも慣れてきたので優勝を目指して頑張りま
す」と力強く語る。

予選中のセカンドベストタイムで決定した第 8 戦の予選結果は第 7
戦と同じく、プロクラスは #60 小河、プロアマクラスは #9 武井、
アマクラスは #10 MOTOKI TAKAMI が、それぞれポールポジショ
ンを獲得した。

第 7 戦の決勝レースは 6日（土）16 時 55 分スタート（15 周もしく
は 30 分間）、第 8 戦は 7日（日）10 時 45 分スタート（15 周もし
くは 30 分間）を予定する。なお、第 7-8 戦の決勝レースはポルシェジャ
パンの twitter アカウント（@PorscheJP）で、各日ともにライブス
トリーミング配信される予定だ。

ProAm Class P.P.  #9  Shinji TAKEI

Am Class P.P.  #10.MOTOKI TAKAMI
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 7 Qualify Result

1 60 Pro 1 1'41.059 10 162.547
2 91 Pro 2 1'41.436 15 0.377 0.377 161.943
3 10 Am 1 R1'41.933 9 0.874 0.497 161.153
4 9 ProAm 1 1'42.257 13 1.198 0.324 160.642
5 98 ProAm 2 IKARI 1'42.366 13 1.307 0.109 160.471
6 63 Am 2 1'42.822 14 1.763 0.456 159.760
7 77 ProAm 3 1'42.952 8 1.893 0.130 159.558
8 66 Am 3 BANKCY 1'43.416 13 2.357 0.464 158.842
9 7 Am 4 IKEDA 1'45.225 12 4.166 1.809 156.111

10 51 Am 5 1'45.599 6 4.540 0.374 155.558

1 Pro 近藤 翼 未出走
17 Am KenRyu 未出走

Lap Gap
Ave.

km/h
Pos No Class C.P. Name Car

L) : #66 BANKCY, #5 KenRyu
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 7 Starting Grid

60
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1
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8

7
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春山 次男
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 7 Race

天候：曇り　路面：ドライ　気温：23 度　路面：26 度
　　　　　　　　　　　　
PCCJ 第 7 戦の予選は 6日午前中に行われ、プロクラスはランキン
グトップの #60 小河諒が今シーズン初のポールポジションを獲得。2
番手はポルシェジャパンジュニアドライバーで今レースが PCCJ デ
ビューレースとなる #91 山本聖渚。プロアマクラスのポールポジショ
ンは #9 武井真司が今シーズン 5 回目の獲得。アマクラスは開幕戦
から 7 戦 連 続でポ ール ポジション獲 得となった #10 MOTOKI 
TAKAMI がコースレコードを記録した。

第 7 戦決勝は 16 時 55 分からのフォーメーションラップ後、再び全
車がグリッドに整列しシグナルレッドがブラックアウトすると熱戦の火
蓋が切られた。フロントロウに並ぶ #60 小河と #91 山本が若干出
遅れるも、ポジションをキープしたまま 1 コーナーを駆け抜けていく。
トップの #60 小河は 2 番手の #91 山本を引き離していきたかったが、

「今日のレースは思ったようにペースが上げられなかった」と #60 小
河が振り返るように、3 周目には 1 秒 127 あった #91 山本との差
が 7 周目には 0 秒 581 まで縮まってしまう。追い上げる #91 山本

としては、そのままの勢いで #60 小河に勝負を挑みたかったが、
「PCCJ 初レースということもありタイヤの使い方などを失敗しました」
語るように、レース後半になると二人の差は徐々に広がっていってし
まう。結果、#60 小河が #91 山本に 3 秒 549 の差を着けて今シー
ズン 4 勝目を飾った。しかし #60 小河に笑顔はなく、「今回のレー
スは自分に課題を与えて挑んでいるのですが、それをクリアできてい
ません。優勝はしましたが、その点が悔しいので、明日は自分が納
得する走りで優勝を飾りたいですね」と語る。一方 2 位に終わったが
レース中のファステストラップ 1 分 41 秒 563 をマークした #91 山
本は「今日は学ぶことが多かったので、それを生かして明日のレース
でも小河選手を追いかけたいと思います」と、明日の巻き返しを誓う。

プロアマクラスは、#9 武井がスタートからゴールまでクラストップの
ポジションを守り切り、開幕戦以来となる優勝を飾った。だが、総合
順位ではアマクラスの #10 MOTOKI TAKAMI を抜けなかったことを
悔しが る。「優 勝 することは できました が、前 を 行く MOTOKI 
TAKAMI 選手を攻略することができませんでした。最後までプレッ
シャーを掛け続けたのですが……」と、悔しがる。そして、3 周目に

#98 IKARI を抜いて 2 番手に浮上した #77 浜崎は、一時 #9 武井
の背後まで迫るが「レース終盤は体力が限界でした」と語るように、
ペースが落ちてしまう。この結果、2 位の #77 浜崎はシリーズポイ
ント 147 点となり、3 位に終わった #98 IKARI の 146 点を 1 点
上回りクラスランキングトップに躍り出た。

アマクラスは、プロアマクラス 3 台を抑えきって総合 3 位でゴールし、
優勝した #10 MOTOKI TAKAMI が今シーズン 6 勝目をマーク。「今
日は武井選手のプレッシャーが凄くて大変でしたが、何とか最後まで
抑えきることができました。明日もこの調子で頑張りたいと思います」
と、レースを振り返る。2 位は最終ラップに #63 長嶋重登を逆転し
た #66 BANKCY が獲得した。

PCCJ 第 8 戦の決勝レース（15 周もしくは 30 分間）は 8 月 7 日（日）
10 時 45 分のスタートを予定している。各クラスのポールポジション
は第 7 戦と同じく、プロクラスが #60 小河、プロアマクラスが #9 
武井、アマクラスが #10 MOTOKI TAKAMI となっている。なお、
第 8 戦の決勝レースもポルシェジャパンの twitter アカウント

（@PorscheJP）でライブストリーミング配信される。

Pro Class Winner :  #60 R.OGAWA
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Porsche Carrera Cup Japan 2022- Round 7 Race

天候：曇り　路面：ドライ　気温：23 度　路面：26 度
　　　　　　　　　　　　
PCCJ 第 7 戦の予選は 6日午前中に行われ、プロクラスはランキン
グトップの #60 小河諒が今シーズン初のポールポジションを獲得。2
番手はポルシェジャパンジュニアドライバーで今レースが PCCJ デ
ビューレースとなる #91 山本聖渚。プロアマクラスのポールポジショ
ンは #9 武井真司が今シーズン 5 回目の獲得。アマクラスは開幕戦
から 7 戦 連 続でポ ール ポジション獲 得となった #10 MOTOKI 
TAKAMI がコースレコードを記録した。

第 7 戦決勝は 16 時 55 分からのフォーメーションラップ後、再び全
車がグリッドに整列しシグナルレッドがブラックアウトすると熱戦の火
蓋が切られた。フロントロウに並ぶ #60 小河と #91 山本が若干出
遅れるも、ポジションをキープしたまま 1 コーナーを駆け抜けていく。
トップの #60 小河は 2 番手の #91 山本を引き離していきたかったが、

「今日のレースは思ったようにペースが上げられなかった」と #60 小
河が振り返るように、3 周目には 1 秒 127 あった #91 山本との差
が 7 周目には 0 秒 581 まで縮まってしまう。追い上げる #91 山本

としては、そのままの勢いで #60 小河に勝負を挑みたかったが、
「PCCJ 初レースということもありタイヤの使い方などを失敗しました」
語るように、レース後半になると二人の差は徐々に広がっていってし
まう。結果、#60 小河が #91 山本に 3 秒 549 の差を着けて今シー
ズン 4 勝目を飾った。しかし #60 小河に笑顔はなく、「今回のレー
スは自分に課題を与えて挑んでいるのですが、それをクリアできてい
ません。優勝はしましたが、その点が悔しいので、明日は自分が納
得する走りで優勝を飾りたいですね」と語る。一方 2 位に終わったが
レース中のファステストラップ 1 分 41 秒 563 をマークした #91 山
本は「今日は学ぶことが多かったので、それを生かして明日のレース
でも小河選手を追いかけたいと思います」と、明日の巻き返しを誓う。

プロアマクラスは、#9 武井がスタートからゴールまでクラストップの
ポジションを守り切り、開幕戦以来となる優勝を飾った。だが、総合
順位ではアマクラスの #10 MOTOKI TAKAMI を抜けなかったことを
悔しが る。「優 勝 することは できました が、前 を 行く MOTOKI 
TAKAMI 選手を攻略することができませんでした。最後までプレッ
シャーを掛け続けたのですが……」と、悔しがる。そして、3 周目に

#98 IKARI を抜いて 2 番手に浮上した #77 浜崎は、一時 #9 武井
の背後まで迫るが「レース終盤は体力が限界でした」と語るように、
ペースが落ちてしまう。この結果、2 位の #77 浜崎はシリーズポイ
ント 147 点となり、3 位に終わった #98 IKARI の 146 点を 1 点
上回りクラスランキングトップに躍り出た。

アマクラスは、プロアマクラス 3 台を抑えきって総合 3 位でゴールし、
優勝した #10 MOTOKI TAKAMI が今シーズン 6 勝目をマーク。「今
日は武井選手のプレッシャーが凄くて大変でしたが、何とか最後まで
抑えきることができました。明日もこの調子で頑張りたいと思います」
と、レースを振り返る。2 位は最終ラップに #63 長嶋重登を逆転し
た #66 BANKCY が獲得した。

PCCJ 第 8 戦の決勝レース（15 周もしくは 30 分間）は 8 月 7 日（日）
10 時 45 分のスタートを予定している。各クラスのポールポジション
は第 7 戦と同じく、プロクラスが #60 小河、プロアマクラスが #9 
武井、アマクラスが #10 MOTOKI TAKAMI となっている。なお、
第 8 戦の決勝レースもポルシェジャパンの twitter アカウント

（@PorscheJP）でライブストリーミング配信される。

ProAm Class Winner  : #9 S.TAKEI,  2nd : #77 M.HAMASAKI

L) Pro Class Winer : #60 R.OGAWA,  ProAm Class Winner #9 S.TAKEI

Am Class Winner #10 M.TAKAMI
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 7 Race Result

1 60 Pro 1 15 25'28.678 160.470 1'41.589 12
2 91 Pro 2 15 25'32.227 160.099 3.549 3.549 1'41.563 2
3 10 Am 1 15 25'52.102 158.049 23.424 19.875 1'42.986 7
4 9 ProAm 1 15 25'52.307 158.028 23.629 0.205 1'42.869 11
5 77 ProAm 2 15 25'57.116 157.540 28.438 4.809 1'42.824 4
6 98 ProAm 3 15 26'04.526 156.794 35.848 7.410 1'43.366 5
7 66 Am 2 15 26'08.632 156.383 39.954 4.106 1'43.489 7
8 63 Am 3 15 26'09.672 156.280 40.994 1.040 1'43.684 12

*1 9 7 Am 4 15 26'47.941 152.560 1'19.263 38.269 1'45.810 11
10 51 Am 5 14 25'35.668 149.043 1Lap 1Lap 1'45.936 10

Pro 91
ProAm 77
Am 10

*1 CarNo.7は、L項第4章第5条（ピット出口ホワイトラインカット）違反により、訓戒とする。

Pos No Class C.P. Name Car Lap
Ave.

km/h
Gap Lap

IKARI
BANKCY

IKEDA

Pro Class Podium ProAm Class Podium

Am Class Podium Am Class Winner : #10 M.TAKAMI
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 8 Qualify Result

1 60 Pro 1 1'41.229 10 162.274
2 91 Pro 2 1'41.670 15 0.441 0.441 161.570
3 10 Am 1 1'42.497 9 1.268 0.827 160.266
4 9 ProAm 1 1'42.786 13 1.557 0.289 159.816
5 63 Am 2 1'42.854 14 1.625 0.068 159.710
6 77 ProAm 2 1'43.110 8 1.881 0.256 159.313
7 98 ProAm 3 IKARI 1'43.136 13 1.907 0.026 159.273
8 66 Am 3 BANKCY 1'43.678 13 2.449 0.542 158.441
9 7 Am 4 IKEDA 1'45.536 12 4.307 1.858 155.651

10 51 Am 5 1'46.147 6 4.918 0.611 154.755

1 Pro 近藤 翼 未出走
17 Am KenRyu 未出走

Lap Gap
Ave.

km/h
Pos No Class C.P. Name Car
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 8 Starting Grid
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 8 Race

天候：曇り　路面：ドライ　気温：29 度　路面：36 度
　　　　　　　　　　　　
PCCJ 第 8 戦の決勝グリッドは、8 月 6日に開催された予選のセカン
ドベストタイムで決定した。プロクラスは、前日に今シーズン 4 勝目
を上げてランキングトップの #60 小河諒がポールポジションを獲得
し、2 番手には第 7 戦で PCCJ レースデビューを果たしたポルシェジャ
パンジュニアドライバーの #91 山本聖渚が着ける。プロアマクラス
のポールポジションは、第 7 戦に引き続き #9 武井真司が獲得。ア
マクラスは、#10 MOTOKI TAKAMI が開幕戦から 8 戦連続のポー
ルポジションを獲得した。

第 8 戦決勝は 10 時 45 分からフォーメーションラップを開始。タイ
ヤに熱を入れながらグリッドに全車が戻ると、シグナルはレッドがブ
ラックアウトしてレースはスタート。しかし、フロントロウでグリッド 2
番手の #91 山本がエンジンストールしてしまい、真後ろのグリッドの
#9 武井は避けることができたが、その後方にいた #77 浜崎大は
#91 山本のマシンに追突してしまう。さらに 1 コーナーでは、#98 
IKARI、#51 春山次男、#66 BANKCY の 3 台が絡むアクシデント
が発生してしまう。これによりセーフティーカーが導入されるが、そ

の後にマシン回収のため赤旗が提示される。セーフティーカーに先導
され、グリッドに再度整列したマシンは 7 台だったが、アクシデント
の影響を確認するために #66 BANKCY はピットにマシンを戻す。

そして 14 分のレース中断を経て、セーフティーカー先導でレースは
再開される。ここで 1 周目にアクシデントに見舞われた #98 IKARI
は、ピットインしてタイヤを交換。先にピットインしていた #66 
BANKCY とともにコースへと復帰を果たす。この時点で各クラスは、
プロクラスが #60 小河、プロアマクラスが #9 武井、#98 IKARI、
ア マ ク ラ ス が #10 MOTOKI TAKAMI、#63 長 嶋 重 登、#7 
IKEDA、#66 BANKCY の順となっている。5 周目にセーフティーカー
のフラッシュランプが消え、6 周目にレースはリスタートするが、規
定で 30 分打ち切りとなり 8 周でフィニッシュ。結果、プロクラスは
#60 小河が前日の第 7 戦に続いて 2 連勝を飾った。「今日はアクシ
デントが発生してしまいましたが、ドライバーは無事だと聞いている
ので安心しました。今週末のレースは自分自身の課題をきちんとクリ
アできなかったので、次の鈴鹿に向けてチームとセッティングを見直
したいと思います」と語る。#60 小河はこれでポイントを 182 点とし、
ランキング 2 位の #1 近藤翼が今回は欠場だったため、ポイント差

は一挙に 55 点まで広がった。プロアマクラスで優勝を飾った #9 武
井は、「スタートで山本選手をギリギリ避けることができましたが、自
分の後方にいた浜崎選手はマシンが見えていなかったのでしょう」と、
ライバルのアクシデントを心配する。また、アマクラスで 7 勝目を上
げた #10 MOTOKI TAKAMI は「今回の優勝はバトルを制してでは
ありませんので……。でも、スタートはやっと自分なりにしっかりと決
めることができるようになりました」と、レースを振り返る。

PCCJ 第 9-10 戦は 8 月 27 日（土）、28 日（日）に鈴鹿サーキット（三
重県）で開催が予定されている。今シーズン、5 月 28 日に鈴鹿で
開催された第 5 戦予選では、各クラスでコースレコードタイムが大幅
に更新されているため、今回さらにタイムアップするのか注目される。
また、第 9-10 戦のレース結果次第でシリーズチャンピオンが決定す
る可能性もある。

Pro Class Winner : #60 R.OGAWA,  Am Class Winner #10 M.TAKAMI, ProAm Class Winner #9 S.TAKEI
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 8 Race

天候：曇り　路面：ドライ　気温：29 度　路面：36 度
　　　　　　　　　　　　
PCCJ 第 8 戦の決勝グリッドは、8 月 6日に開催された予選のセカン
ドベストタイムで決定した。プロクラスは、前日に今シーズン 4 勝目
を上げてランキングトップの #60 小河諒がポールポジションを獲得
し、2 番手には第 7 戦で PCCJ レースデビューを果たしたポルシェジャ
パンジュニアドライバーの #91 山本聖渚が着ける。プロアマクラス
のポールポジションは、第 7 戦に引き続き #9 武井真司が獲得。ア
マクラスは、#10 MOTOKI TAKAMI が開幕戦から 8 戦連続のポー
ルポジションを獲得した。

第 8 戦決勝は 10 時 45 分からフォーメーションラップを開始。タイ
ヤに熱を入れながらグリッドに全車が戻ると、シグナルはレッドがブ
ラックアウトしてレースはスタート。しかし、フロントロウでグリッド 2
番手の #91 山本がエンジンストールしてしまい、真後ろのグリッドの
#9 武井は避けることができたが、その後方にいた #77 浜崎大は
#91 山本のマシンに追突してしまう。さらに 1 コーナーでは、#98 
IKARI、#51 春山次男、#66 BANKCY の 3 台が絡むアクシデント
が発生してしまう。これによりセーフティーカーが導入されるが、そ

の後にマシン回収のため赤旗が提示される。セーフティーカーに先導
され、グリッドに再度整列したマシンは 7 台だったが、アクシデント
の影響を確認するために #66 BANKCY はピットにマシンを戻す。

そして 14 分のレース中断を経て、セーフティーカー先導でレースは
再開される。ここで 1 周目にアクシデントに見舞われた #98 IKARI
は、ピットインしてタイヤを交換。先にピットインしていた #66 
BANKCY とともにコースへと復帰を果たす。この時点で各クラスは、
プロクラスが #60 小河、プロアマクラスが #9 武井、#98 IKARI、
ア マ ク ラ ス が #10 MOTOKI TAKAMI、#63 長 嶋 重 登、#7 
IKEDA、#66 BANKCY の順となっている。5 周目にセーフティーカー
のフラッシュランプが消え、6 周目にレースはリスタートするが、規
定で 30 分打ち切りとなり 8 周でフィニッシュ。結果、プロクラスは
#60 小河が前日の第 7 戦に続いて 2 連勝を飾った。「今日はアクシ
デントが発生してしまいましたが、ドライバーは無事だと聞いている
ので安心しました。今週末のレースは自分自身の課題をきちんとクリ
アできなかったので、次の鈴鹿に向けてチームとセッティングを見直
したいと思います」と語る。#60 小河はこれでポイントを 182 点とし、
ランキング 2 位の #1 近藤翼が今回は欠場だったため、ポイント差

は一挙に 55 点まで広がった。プロアマクラスで優勝を飾った #9 武
井は、「スタートで山本選手をギリギリ避けることができましたが、自
分の後方にいた浜崎選手はマシンが見えていなかったのでしょう」と、
ライバルのアクシデントを心配する。また、アマクラスで 7 勝目を上
げた #10 MOTOKI TAKAMI は「今回の優勝はバトルを制してでは
ありませんので……。でも、スタートはやっと自分なりにしっかりと決
めることができるようになりました」と、レースを振り返る。

PCCJ 第 9-10 戦は 8 月 27 日（土）、28 日（日）に鈴鹿サーキット（三
重県）で開催が予定されている。今シーズン、5 月 28 日に鈴鹿で
開催された第 5 戦予選では、各クラスでコースレコードタイムが大幅
に更新されているため、今回さらにタイムアップするのか注目される。
また、第 9-10 戦のレース結果次第でシリーズチャンピオンが決定す
る可能性もある。

L) Pro Class Winner : #60 R.OGAWA,  ProAm Class Winner : #9 S.TAKEI

R) Am Class Winner : #10 MOTOKI TAKAMI

L) Am Class 3rd : #7 IKEDA,  R) Am Class 2nd : #63 S.NAGASHIMA

ProAm Class 2nd : #98 IKARI

Am Class 2nd : #63 S.NAGASHIMA, 3rd #7 IKEDA
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 8 Race Result

1 60 Pro 1 8 30'08.159 72.073 1'42.182 7
2 10 Am 1 8 30'15.629 71.777 7.470 7.470 1'44.191 6
3 9 ProAm 1 8 30'18.662 71.657 10.503 3.033 1'44.734 7
4 63 Am 2 8 30'19.457 71.626 11.298 0.795 1'44.229 8
5 7 Am 3 8 30'35.914 70.984 27.755 16.457 1'47.063 7
6 66 Am 4 7 30'28.528 62.287 1Lap 1Lap 1'44.882 6
7 98 ProAm 2 7 31'00.219 61.226 1Lap 31.691 2'18.467 6

91 Pro 0
77 ProAm 0

*1 51 Am 0

Pro 60
ProAm 9
Am 10

*1CarNo.51は、一般競技規則第5章第16条5.(1)①②（他車への衝突行為、コースアウト）違反により、競技結果に対して40秒加算のペナルティを課す。

IKARI

IKEDA
BANKCY

Lap
Ave.

km/h
Gap LapPos No Class C.P. Name Car

Pro Class Podium ProAm Class Podium

Am Class Podium Am Class Winner : #10 M.TAKAMI
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Point Ranking (after Round 8)

鈴鹿
Rd.1

4月15日
Rd.2

4月16日
Rd.3

5月3日
Rd.4

5月4日
Rd.5

5月28日
Rd.6

5月29日
Rd.7

8月6日
Rd.8

8月7日
Rd.9

8月27日
Rd.10

8月28日
Rd.11

10月9日

1 60 小河 諒 182 25 20 17 25 25 20 25 25
2 1 近藤 翼 127 20 25 25 20 20 17 -- --
3 7 山田 遼 70 14 14 -- -- 17 25 -- --
4 91 山本 聖渚 20 -- -- -- -- -- -- 20 DNF

鈴鹿
Rd.1

4月15日
Rd.2

4月16日
Rd.3

5月3日
Rd.4

5月4日
Rd.5

5月28日
Rd.6

5月29日
Rd.7

8月6日
Rd.8

8月7日
Rd.9

8月27日
Rd.10

8月28日
Rd.11

10月9日

1 98 IKARI 166 17 25 25 20 25 17 17 20
2 77 浜崎 大 147 20 20 20 25 17 25 20 DNF
3 9 武井 真司 132 25 17 -- -- 20 20 25 25

鈴鹿
Rd.1

4月15日
Rd.2

4月16日
Rd.3

5月3日
Rd.4

5月4日
Rd.5

5月28日
Rd.6

5月29日
Rd.7

8月6日
Rd.8

8月7日
Rd.9

8月27日
Rd.10

8月28日
Rd.11

10月9日

1 10 195 25 25 25 25 20 25 25 25
2 63 長嶋 重登 151 20 20 9 20 25 20 17 20
3 23 滝澤 智幸 94 17 14 17 12 17 17 -- --
4 66 BANKCY 90 14 17 8 17 -- -- 20 14
5 5 82 12 12 20 14 12 12 -- --
6 51 春山 次男 74 9 9 12 8 10 14 12 DNF
7 17 KenRyu 67 10 10 14 9 14 10 -- --
8 7 IKEDA 51 -- -- 10 10 -- -- 14 17

鈴鹿
Rd.1

4月15日
Rd.2

4月16日
Rd.3

5月3日
Rd.4

5月4日
Rd.5

5月28日
Rd.6

5月29日
Rd.7

8月6日
Rd.8

8月7日
Rd.9

8月27日
Rd.10

8月28日
Rd.11

10月9日

1 BINGO RACING 267 37 28 23 33 37 28 39 42
2 Team KRM 167 21 21 9 14 26 35 15 26

Pro Class Ranking

ProAm Class Ranking

Am Class Ranking

Team Ranking

チーム名
鈴鹿

富士

順位

順位 ドライバー名 累計ポイント
岡山

累計ポイント
岡山 富士

鈴鹿 富士
累計ポイント

岡山 富士

鈴鹿

鈴鹿

鈴鹿

富士鈴鹿富士

鈴鹿 富士

順位 ドライバー名

順位 ドライバー名 累計ポイント
岡山

鈴鹿 富士

Am Class #66 BANKCY
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 7-8 Gallery
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 7-8 Gallery

Rd.7 Pro Class Top 2 Rd.7 ProAm Class Top 3 Rd.7 Am Class Top 3

Rd.8 Pro Class Winner Rd.8 ProAm Class Top 2 Rd.8 Am Class Top 3
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